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巻  頭  言

石 田  　 央

介護老人保健施設の
　　　医師になりました。



2

―まずは外国人を採用するに至ったきっかけを教えてください
飯塚総務部長：

―採用後に、戸惑ったことはありましたか？
飯塚総務部長：

特集 外国人職員雇用についての
取り組み 

五十嵐事務長 飯塚総務部長 総務部：大竹さん 坂上介護士長
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―施設として、また指導担当者として心掛けていることはありますか？
飯塚総務部長：

―学生アルバイトに来た方は、皆さん正職員の採用に至っているのでしょうか？
飯塚総務部長：

―外国人の方が行っている業務の内容を教えてください
五十嵐事務長：

ムルンさん（2期生）

坂上介護士長：

飯塚総務部長：

特
集
：
外
国
人
職
員
雇
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
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―業務をする際に心掛けていることを教えてください
坂上介護士長：

飯塚総務部長：

―私生活で配慮していることを教えてください
総務部の大竹さん：

飯塚総務部長：

―おわりに今後についてメッセージをお願いします
ムルンさん：

坂上介護士長：

飯塚総務部長：

特
集
：
外
国
人
職
員
雇
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

ムルンさん（2期生） バザラさん（4期生） ドルジさん（4期生）

取材にご協力いただき、ありがとうございました。
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令和7年度外国人人材雇用に関するアンケート結果報告
（2025.10月実施）

10月に実施いたしました「外国人人材雇用に関するアンケート」集計結果を報告いたします。
回答施設39施設 /81施設（回答率48％）
今後の施設運営の参考としてご活用ください。
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参加者の声
◆ＡＣＰやリヴィングウイルを活用したことがなく、今後ターミナル期の利用者とかかわる際に活用し
ていこうと思った。尊厳を尊重するケア、その人らしく生きることが印象的だった。
◆事細かに説明され自身の体験などを踏まえてお話をされていたので、とても分かりやすかった。今後
に生かせることが多かった。
◆各テーマにグループワークを取り入れて飽きずに一日を終えられた。グループワークで話し合いが出
来て、学ぶ点が多かった。今後の看取りケアに役立てられる内容であった。

ターミナルケア研修会
開催日：令和7年7月29日（火）　会場：NOCプラザ　参加施設：26施設　参加人数：49名

「最期」まで尊厳を尊重するケア

ACPとリビングウィルの活用
　～尊厳あるケアを実践するために2つの取り組み～
・ACP（アドバンス・ケア・プランニング） 　

・リビングウィル（事前指示書） 　

ターミナル期における多職種連携

介護のプロが出来る最期のケア

講師：森 幸夫氏
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基礎的な食事介助研修会
開催日：令和7年12月9日（火）　会場：新潟ユニゾンプラザ　参加施設：18施設　参加人数：40名

参加者の声

◆正しい介助、間違った介助方法を実際に体験する事で、食事介助について見直す事ができた。
◆食事時の姿勢では、背ぬき、腰ぬきなど除圧の重要さを学べた。
◆利用者様への安心・安全に食事介助を行い満足感を得ていただく事で、事故を防ぎ、QOL向上に繋
がる事が学べた。
◆一口の提供量、口腔内に食事を置く位置、飲み込み確認など、再度、知識の確認が行えて良かった。
◆振り返りが行えて良かった。施設へ戻り新人職員等にも伝えていきたい。
◆実演が大変参考になった。施設に戻り実際に職員と体験会を行っていきたい。

講師：五十嵐武士氏

不良姿勢での食事介助 正しい姿勢での食事介助
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●大会の様子

●開会式

●永年勤続表彰

長谷川会長　開会の挨拶 開会式の様子 参加者

令和7年度 新潟県介護老人保健施設大会令和7年度 新潟県介護老人保健施設大会
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令和 8年度  新潟県介護老人保健施設大会日程
　日程　令和 8年 10月 2日（金）
　会場　新潟テルサ

令和 8年度  全国介護老人保健施設大会栃木日程
　日程　令和 8年 10月 22日（木）～ 10月 23日（金）
　会場　ライトキューブ宇都宮

●閉会式の様子

受賞の感想は？
　●おぎの里

　●ほほえみの里きど

　●楽山苑

荒川副会長　閉会の挨拶

学術研修担当理事  金沢理事より  講評の様子 学術奨励賞　受賞者の皆さん

演　題 施設名 発表者

もう一度スタジアムへ お ぎ の 里 渡　邊　栄　一

老健のチームで支えた側臥位から座位摂取への挑戦 ほほえみの里きど 二　瓶　陽　子

「美味しい」をもっと届けたい 楽 山 苑 関　塚　友紀乃

（施設50音順・敬称略）

～学術奨励賞演題～
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参加者の声

◆生きがいを持ちながら利用者様に生活を送ってもらうため、その方その方の人生を聞き、話をしても
らうことで、その方の何が生きがいになるのかを考えケアをすることが大切なんだと思いました。
◆ケアの根本について知ることができました。人はやはりコミュニケーションをとることで、心が満た
され生きがいを持てると思いました。

いのち・くらし・生きがい・表現：生きることと支えとしてのケア
開催日：令和7年10月24日（金）　講師：日本在宅ケアアライアンス　高橋 在也 氏

市⺠公開セミナー

高
たかはしざい

橋在也
や

氏プロフィール
群馬県前橋市生まれ。
日本在宅ケアアライアンス研究事業部長
千葉大学大学院医学研究院特任助教
ピアニスト・作曲家としても活躍し、各
地でコンサートを開催



11

アグリケアコートいといがわ（旧ケアポートよしだ）　作業療法士　山岸 由貴

いいでの里　介護福祉士　武田 由紀
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さつき荘　事務長補佐　瀬野 将史

越南苑　作業療法士　渡邊 茂樹
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常盤園　准看護師兼介護支援専門員　遠藤 智春

健やか園　理学療法士　小野塚 伸行
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マチュアハウス中条　作業療法士　須貝 真梨果

にいがた園　支援相談員　川上 春奈



いいでの里 アグリケアコートいといがわ

越南苑 さつき荘

健やか園 常盤園

にいがた園 マチュアハウス中条

　デイケアでは、利用者の皆様で、細長く切った紙を
くるくると巻いたものを下
書きの絵にボンドでツンツ
ンと貼り付けて色を塗り、
立体的な壁画を作成してい
ます。今回の作品は、世界
遺産の佐渡金山です。

　通所リハビリのご利用者様とレクリ
エーションで使用する「お芋」を作製
しました。
　新聞紙で形を作り、ちり紙で皮を付
け作製段階を楽しみながら行いました。
ご利用者様によってはこだわりを持っ
て作業に取り組まれるので、いろんな
「お芋」を作ることができレクリエー
ションでの活動も活性が図れます。

　フェルトと毛糸を用いた蚕棚を再現しました。葉っ
ぱのステッチや毛糸巻き
（蚕作り）を利用者様にし
ていただきました。この
地域では、蚕を ｢ぼこさ
ま」と言います。この作
品がお話のきっかけにな
れば幸いです。

　みんなで協力して作成した「サ
ザエさん」と「たらちゃん」です。
お花紙を小さく、小さく丸めて貼
り付けました。完成するまでどん
な絵になるのか、毎回ご利用者と
ドキドキを楽しみながら活動して
います。

　寒い冬を乗り切ろうと、通所リ
ハビリテーションのみなさまで心
を込めて作品を作りました。ミカ
ンの甘さと暖かさが、寒い時期を
乗り越える助けになればと思って
おります。

　毎月季節に合わせて、ホール、お部屋に飾るカレンダー
の塗り絵を行っています。面会時「綺麗に塗れた」とご家
族に笑顔でお渡しになる方もおられます。
ホール、お部屋に飾
られたカレンダー
を見ながら季節を
感じ「きれいね」
「上手ね」と会話も
弾みます。

　にいがた園では、認知機能賦活訓練として書道や季節に
合わせた作品作りをしています。作業
活動は皆様との会話に花が咲く楽しい
ひと時になって
おり、今後も素
敵な笑顔が増え
るよう取り組ん
で参ります。

　通所リハのご利用者様で協力して作り上げました｡
胎内市のキャラクター「やらにゃん」
は、パネル仕様で、記念撮影もできま

す。また、新潟県の市
町村地図は、皆さんで
眺めながら、会話の一
コマとなっています。

　皆さまのご協力により、老健にいがた第58号を無事に発行することが出来まし
た。原稿の執筆や特集記事のインタビュー依頼に快くご承諾くださいました各施
設様のおかげです。厚く御礼申し上げます。
　令和7年10月24日、新型コロナウィルスのために開催中止となっていた新潟
県介護老人保健施設大会が6年振りに開催されました。変化する社会情勢の中で、
研究内容にも変化がみられました。「老健にいがた」も皆様のお役に立てる広報誌
となれるよう、変化していきたいと思います。　　　　　　　　（広報委員一同）

新潟県介護老人保健施設協会広報誌
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